　＜泣く子と地頭には勝てぬ＞　　　　　　　　　　　ノート１

· 鎌倉時代は誰の世？

自分の考え
そう考えた理由

メモ

· 前時代（奈良・平安）は誰の世？

自分の考え
そう考えた理由

メモ

◎課題：鎌倉幕府ができたことで、前時代の支配者はどうなったのだろう？

自分の考え

班の意見
他の班の意見

まとめ

1 将軍を任命するのは⇒

2 将軍になれるのは⇒　　　　　の身分をもつ人

3 全国から税をとれるのは⇒　　　　　　　だけ

4 幕府の命令が行き届くのは⇒　　　　　だけ

· 鎌倉時代って誰の世？



  ＜泣く子と地頭には勝てぬ＞                      ノート２
  ○武士ってどんな暮らしをしていたの？（絵巻物を見て、気付いたことを書きましょう）
気付いたこと

メモ

   ○武士の館はどんなところにあったのだろう？（自分の考えを書きましょう）
どこ
なぜ

メモ

課題：なぜ武士のやかたは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にあるのだろう？

自分の考え

班の意見
他の班の意見

　　まとめ：武士の仕事は
　　　　　　　①荘園・公領の　

　　②　　　　　　の取り立て⇒（　　　）へ運ぶ

　　③　　　　　　＝（　　　　　　）を取り締まる
　　＜泣く子と地頭には勝てぬ＞　　　　　　　　　　ノート３
· 平安時代は誰の世？
誰の世？
なぜ？

· 貴族は将門のどのような行動を反乱と見たのか？
自分の考え

メモ

· 将門の軍はどういう人で成り立っていたのか？
自分の考え

メモ

★課題：多くの（　　　）や（　　　）が将門に味方したのはなぜだろう？　
自分の考え

班の意見
他の班の意見

· 将門方の豪族・農民が逃げずに戦ったのはなぜ？


· 秀郷や貞盛が将門を討ったのは何のため？


· この乱は誰の力で押さえたのか？


　　＜泣く子と地頭には勝てぬ＞　　　　　　　　　　ノート４
· 国司って何？
何をする人？
どんな人がなったの？

メモ

· 武士・豪族・農民が国司を襲って追い出したのはなぜ？
自分の考え

メモ

· 課題：なぜ国司は税を多く取ったり自分の物にしたのか？
自分の考え

班の意見
他の班の意見

まとめ：
　①貴族の出世は　　　　　で決まる。

　②上級貴族の息子は　　　　　になるが

　　下級貴族の息子は　　　　　止まり。

　③収入の少ない下級貴族は　　　　をたくさん取って自分のものにする。　
　　＜泣く子と地頭には勝てぬ＞　　　　　　　　　　　　　　　ノート５
　　○平安時代に最も大きな力を持っていたのはだれだろう
メモ

· 農民を苦しめる国司と戦った武士と、上級貴族はどんな関係にあっただろう
自分の考え

メモ

課題：なぜ武士は上級貴族の【　　　】役になったのだろう？
自分の考え

班の意見
他の班の意見

 ○まとめ：
　①武士は　　　　が税をたくさんとって行く事に苦しんでいた。
　
　②武士は　　　　　の家来になって自分の土地を　　　　

　　し、　　　　　の力で　　　　が自分の土地に税をかけた
　　り立ち入ったりできないようにした。　
　　＜泣く子と地頭には勝てぬ＞　　　　　　　　　ノート６
· 南無阿弥陀仏とは？
メモ

· 武士の家にも南無阿弥陀仏に関する建物があるがそれは何か？
メモ

課題：なぜ源大夫は突然坊さんになってしまったのだろう？
自分の考え

班の意見
他の班の意見

· 出家せずに自宅で仏に祈った武士はどのような気持ちで何を祈ったのだろうか？。
自分の考え

メモ

まとめ：
　　　　　　　　でも南無阿弥陀仏と唱えれば　　　　に行　　くことが出きるという教えは、仕事で生き物を殺さなければならない　　　　や　　　　などに広まって行った。
　　＜泣く子と地頭には勝てぬ＞　　　　　　　　　ノート７
· 平安時代、貴族と武士のどちらが上の身分であったか。また両者はどのような関係だったか。
どちらが上？：
どんな関係？：

· 武士は貴族で一番偉い摂政どのをどう見ているのだろう？
自分の考え

メモ

課題：武士の貴族に対する意識が変わったのはなぜだろう？
自分の考え

班の意見
他の班の意見

· まとめ：
　　　　　の地位をめぐる争いである　　　　　　　　を勝

　　　ちぬいて　　　　　　は自分の権力を確かなものにした。

　　　それは　　　　　　を頭とする　　　　の力があったか　　らである。
　　　＜泣く子と地頭には勝てぬ＞　　　　　　　　　ノート８
· eq \o(\s\up 9(ほうげんのらん),保元の乱)（1156年）・eq \o(\s\up 9(へいじのらん),平治の乱)（1159年）について
何をめぐる争い？

誰の力を借りて行われたの？

この争いで力を伸ばした武士は誰？

· eq \o(\s\up 9(きよもり),清盛)とeq \o(\s\up 9(ごしらかわじょうこう),後白河上皇)が対立したのはなぜ？
自分の考え

メモ

課題：君が武士ならeq \o(\s\up 9(もちひとおう),以仁王)の命令に従い平氏を討つか？
自分の考え

班の意見
他の班の意見

· なぜ関東の武士は平氏を倒すために立ち上がったのだろう？
自分の考え

メモ

　＜泣く子と地頭には勝てぬ＞ 　　　　　　　　　　　　　　　授業ノート９
　
　○教科書p60、61、66で鎌倉幕府が作られていく過程をまとめよう！





　○鎌倉幕府ができた東国は平安時代のままの西国と何が変わったのか（税の流れ・役職・任命者は誰か、などに注目しよう）

　課題：東国の武士はなぜ頼朝にしたがい御家人になったのだろう？
自分の考え

班の意見
他の班の意見

· まとめ：
　　幕府（将軍）は、御家人を　　　や　　　に任命して
　　彼らが　　　を取りたてたり村を　　　したり　　　の仕
　　事をすることを保護し、
　　さらに荘園や公領から　　　をとって自分のものにする　ことを認めた。
　　　＜泣く子と地頭には勝てぬ＞　　　　　　　　ノート10

　　復習：武士が頼朝に従ったのはなぜだったか？
・幕府（将軍）は御家人を【①　　　】や【②　　　】に任命して、彼らが村人から【③　　　】を取りたてたり、村を【④　　　】したり、【⑤　　　】の仕事をすることを保護してくれ、さらに村から【⑥　　　　　】をとって自分のものにすることを認めたから。
・また【⑦　　　】の職を奪われ領地を取られた武士には
　【⑧　　　　】に訴えれば事実を調べ、領地を守ってくれるから。

· ２代将軍頼家はなぜ殺されたのか？
自分の考え

メモ

· ３代将軍実朝はなぜ殺されたのか？
自分の考え

メモ

課題：頼朝の死の本当の原因は？。病死か、他殺か？
自分の考え

班の意見
他の班の意見

まとめ：
　源頼朝をはじめとする３代の将軍は【　　　　】の利益をまもり【　　　　】の利益を守らなかったので、【　　　　】たちに反感を持たれ、殺された。
　　＜泣く子と地頭には勝てぬ＞　　　　　　　　授業ノート11

　　○復習：御家人たちはなぜ将軍をつぎつぎと殺したのか？
・将軍たちは【　　　　】の利益をまもり、【　　　　】の利益をまもらなかったので、御家人たちは反感をもって殺した。

· この情況を見て幕府をつぶすチャンスだと考えた人々がいるがそれは誰だろう。
自分の考え

メモ

· 後鳥羽上皇の動きについて
· たちふさがり邪魔をしたのは誰？
· その人は何を守ろうとしたのだろう？


課題：君が武士なら後鳥羽上皇の北条義時をうてという命令に従うか、従わないか？
自分の考え

班の意見
他の班の意見

まとめ：
　幕府をたおそうとした　　　　　に味方した　　　　は少なく、戦いに敗れた上皇は島流しになり、上皇に味方した
　　　　　や　　　　　の領地は取り上げられ、東国の
　　　　　が新たに地頭となった。さらに朝廷を監視するために　　　　　　　　が設けられ、幕府の勢力は西国にも
　　　　　　　　　　　広まった。
　　　＜泣く子と地頭には勝てぬ＞　　　　　　　授業ノート12

　　○復習：承久の乱の結果

・幕府を倒そうとした　　　　　　　に味方した　　　　　は少なく、戦いに負け
　　た上皇は島流しとなり、上皇に味方した　　　　　や　　　　　の領地は取り上
　　げられ東国の　　　　　が新たに地頭になった。さらに朝廷を監視するために
　
　　　　　　　　　　　が設けられ、幕府の勢力は西国にも広まった。
　　

メモ

　　課題：新たに西国の地頭・守護になった武士は何をしただろうか？
自分の考え

班の意見
他の班の意見

　　まとめ：
　　　力を強めた御家人たちは　　　　　の　　　　　を横取り

　　　した。天皇・貴族の求めに応じた　　　　がこれを法律で
　　　禁止したが（＝eq \o(\s\up 9(ごせいばいしきもく),御成敗式目)）、地頭は従わず、たまりかねた

　　　天皇・貴族は　　　　を半分地頭に与えるしかなかった。
　　＜泣く子と地頭には勝てぬ＞まとめプリント　　教科書を見てまとめましょう
　　【　摂関政治　】ｐ５０を見よ
　　　・律令政治は【　　　　　】を中心に位の高い【　　　　　】によって行われていた。
　・９世紀なかごろから【　　　　　】氏が他の貴族をしりぞけて勢力をのばし、天皇が幼いときは【　　　　】として、天皇が成人してからは【　　　　】として政治の実権を握った。これを【　　　　　　】という。
　　　・このころは地方の政治は【　　　　】にまかされ、彼らは決められた額の税を朝廷に納めるのだか、きびしく税をとりたて、多くの冨をたくわえるものも出た。
　　【　武士の登場　】ｐ５０・５１を見よ
　　　・このころ地方では【　　　　　　　　　】の子孫や豪族のなかなら武士となるものが洗われた。やがて彼らは【　　　　】や【　　　　】の子孫を頭としてまとまり、大きな武士団を作るようになった。とくに大きな力をもった頭は【　　　　】と【　　　　】である。
　　　・10世紀のなかごろに関東で【　　　　　】の乱が起こった。【　　　　　】が襲われ、国の所有物がうばわれ、都の貴族をおどろかせたが、朝廷は【　　　　　】に命じて、ようやく静めた。
ポイント：なぜ将門は国府を襲い、国のものの税を人々に配ったのか？

　　【　国風文化　】ｐ５２・５３を見よ
　　　・摂関政治が行われたころ、【　　　　】の間では唐風（中国風）の文化が消化され日本独自の文化が生まれた。これを【　　　　　】という。
　　　・貴族の住宅の【　　　　　】や、漢字から発達した【　　　　】文字などがそれである。
　　　・10世紀のなかごろから人々の間に【　　　　】思想が流行し、【　　　　　】にすがって極楽に生まれ変わろうとする【　　　　　　】がさかんになった。
ポイント：①末法思想とはどんな思想か？
　　　　　②阿弥陀信仰が武士の間に広がったのはなぜか？

　　【　院政　】ｐ５６を見よ
　　　・11世紀のなかごろ、白河天皇は位をしりぞいて【　　　　】となってからもそれまでどおり政治をおこない【　　　　】をはじめた。院は【　　　　　　　】を重く用いたので【　　　　】の力はますます強まった。
　　　・このころ地方の豪族（武士）たちは【　　　　】の支配からのがれるため、【　　　　　　】に土地を【　　　　　】として【　　　　　】した。荘園領主は土地の支配は豪族たちにそのまままかせ、【　　　　　】を納めさせた。
　　　・これは荘園領主が、国の税をかけさせない権利＝【　　　　　　　　】や、国司を立ち入らせない権利＝【　　　　　　　】を朝廷から得ていたからである。
ポイント：武士たちが自分の土地を貴族たちに寄進したのは何のためか？

　　【　平氏の政権　】ｐ５７を見よ
　　　・政治の実権をめぐって【　　　　】と【　　　　】のあいだに対立が起こった。両派は【　　　　　　】を味方につけ、1156年の【　　　　　　】と1159年の【　　　　　　】が起き、天皇がたが勝った。とくに平治の乱では【　　　　　　】と【　　　　　　】とが戦い、勝利した平清盛は、武士としてはじめて【　　　　　　】の位につき権力を振るった。
ポイント：天皇の地位をめぐるふたつの争いで武士の意識がどう変わったか？

　　【　平氏の滅亡　】ｐ６０を見よ
　　　・1180年平氏をうてとの皇子の命令が出されると、伊豆にいた【　　　　　　】らが兵をあげた。頼朝は多くの【　　　　　】を御家人として関東での支配をかため、1185年には平氏を滅ぼした。
　　【　鎌倉幕府の成立　】ｐ６０・６２を見よ
　　　・頼朝は鎌倉を本拠とさだめ、領地争いなどの裁判を行う【　　　　　】などの役所を置いた。また1185年には朝廷に強くせまって、国ごとに【　　　　】を、荘園や公領ごとに【　　　　　】を置くことを認めさせた。
　　　・1192年頼朝は【　　　　　　　】に任じられ幕府を開いた。
ポイント：①地頭の仕事は何か？
　　　　　②多くの関東の武士が頼朝の御家人になったのはなぜか？

　　【　承久の乱　】
　　　・将軍が殺され、将軍の実権を【　　　　】となった北条氏がうばうのを見た【　　　　　】は、1221年、幕府を倒そうとして全国の武士に命令した。しかし北条氏に味方したものが多かったので敗れ、上皇や貴族や武士がおおぜい罰せられた。これを【　　　　　　】という。この乱のあと幕府は上皇方の【　　　　】をとりあげ、東国の御家人を【　　　】に任じた。また京都に【　　　　　　】を置き、朝廷を監視させ幕府の勢力は西国にも広がった。
ポイント：①なぜ将軍はころされたのか？
　　　　　②なぜ北条氏・幕府に味方する武士が多かったのか？

　　【　北条泰時の政治　】ｐ６５を見よ
　　　・３代執権となった北条泰時は、有力な【　　　　　】の中から【　　　　　　】を選び、幕府の大事なことはこの会議で決めることにした。
　　　・また1232年、【　　　　　　】という御家人に対する裁判の基準を決めた。
　　【　武士の生活　】ｐ６６・６７を見よ
　　　・御家人となった武士は、将軍から先祖伝来の領地を保証され、手柄をたてればさらに新しい領地を与えられた。これを【　　　　　】といい、そのかわりに将軍のために戦や京都や鎌倉の警備をした。これを【　　　　　】という。
　　　・武士は荘園や公領の【　　　　】や【　　　　】の便のよい場所に屋敷をもうけて住み、自分の田畑は【　　　　】や近くの【　　　　】い耕作させた。
　　【　新しい仏教のひろまり　】ｐ６８を見よ
　　　・鎌倉時代は戦乱やききんがつづいたため、さまざまな新しい宗教が生まれた。【　　　　】はひたすら念仏をとなえれば【　　　　　】に行けるととき【　　　　宗】、弟子の【　　　　　】はだれでも【　　　　　　　】を信じれば救われると説いた【　　　　宗】。
　　　・また【　　　　】は【　　　　　　　　　　　】をとなえれば人も国家も安らかになると説いた【　　　　　宗】。
　　　・さらに中国（宋）から伝わった【　　　　】は、【　　　　】によって自力でさとりを開こうとした。
　　「泣く子と地頭には勝てぬ」のノートを読み返しておきましょう。またノートのまとめの問題には答えられるようにしておきましょう。
　　＜泣く子と地頭には勝てぬ＞まとめレポート　　　　提出期限⇒　　　　　　　　まで
【１】国司のきびしい税の取り立てに苦しんだ武士は、どんな方法でこれから逃れようとしましたか。説明しなさい。


















　　【２】将軍と御家人は「御恩」と「奉公」の関係で結ばれていました。御恩・奉公とは具体的には何をすることなのか。説明しなさい。
　　　＜御恩とは＞












　　　＜奉公とは＞








【３】「泣く子と地頭には勝てぬ」という言葉で地頭が恐れられるようになったわけを説明
　　　しなさい。


















· この単元の学習をして、もっと知りたいことや疑問があったら書いてください。










· この単元を学習しての感想を書いてください。













１年　　組　　番　氏名　　　　　　





















　















































　　　　　　　　　　




















　　


























　　　　　　　　


















































所領を与える・土地を支配させる











将軍





御家人





（       ）





（        ）





1180 頼朝,平氏打倒の兵を挙げ、鎌倉に本拠を置く


      御家人を統率する（        ）を設ける


1183 後白河法皇から東国を支配することを認められる


1184  東国の政務や財政を扱う（        ）を設ける


     領地争いなどの裁判をする（          ）を設ける


1185 平氏が壇ノ浦の戦いで滅びる


     国内の御家人を指揮して京都・鎌倉の警備や犯罪者を


     取り締まる（       ）を置く


     荘園・公領の管理をする（        ）を置く


1192 頼朝、（                 ）に任命される





京・鎌倉の警備、戦い





有力御家人が任命される





御家人が任命される





メモ：



















































































　　　　　　　　　



























































智識理解　資料活用　　社会的思考　　総合








